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　　人ロの動き

一9月1日現在一

男4，813（一5）

女4，929（一2）

計9，742（一7）
世帯数2，334（一5）

　　（）前月比較
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富
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15日

16日

23日

24日

30日

7日

10日

描
』

属
，
聾

　
涼
風
が
吹
き
、
落
ち
着
い
て
勉
強
で

き
る
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
九
月
一
日
は
、
夏
休
み
を
楽
し
く
過

ご
し
た
児
童
・
生
徒
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
へ
、
日
焼
け
し
た
顔
に
笑
み

を
浮
か
べ
て
登
校
し
ま
し
た
。

　
橘
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
は
、
と
り

わ
け
活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

待
ち
こ
が
れ
て
い
た
新
し
い
校
舎
に
入

れ
る
か
ら
で
す
。

　
始
業
式
で
校
長
先
生
は
、
　
「
今
日
は

一
生
の
思
い
出
に
な
る
日
で
す
。
き
れ

い
な
校
舎
が
で
き
ま
し
た
。
校
舎
が
よ

く
な
り
、
子
供
た
ち
も
よ
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
勉
強
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
児
童
の
代
表
は
、
一
一
学
期
の
目
当
て

の
中
で
、
新
し
い
校
舎
を
た
い
せ
つ
に

使
い
、
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
が
ん
ば
る

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

（
10
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
を
掲
載
）
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動
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璽

難
出
鱗

提
簾

汰撚申獺
躍難

翼
　
国
鉄
で
は
、
い
ま
、
信
濃
川
第
二
発

電
所
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
川
西

町
と
し
て
は
、
具
体
的
に
ど
う
対
応
す

べ
き
か
を
見
極
め
る
う
え
で
、
た
い
へ

ん
重
要
な
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
国
鉄
計
画
は
、
正
式
に
は
信
濃

川
水
力
発
電
再
開
発
計
画
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
概
要
と
し
て
は
、
中
里
村
宮
中

地
区
に
取
水
施
設
を
設
け
、
水
路
ト
ン

ネ
ル
一
条
を
増
設
し
て
、
小
千
谷
市
に

容
量
三
百
五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
調

整
池
と
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
約
二
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
発
電

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
川
西
町
に
と
っ
て
は
、
ま
た
も
、
水

路
ト
ン
ネ
ル
が
町
の
南
北
を
縦
貫
す
る

こ
と
と
な
り
、
町
民
の
生
命
の
糧
で
あ

る
地
下
水
に
与
え
る
影
響
が
、
大
き
く

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
過
去
四
期
に
わ
た
る
信
濃
川

水
力
発
電
開
発
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
苦

渋
に
満
ち
た
水
不
足
の
体
験
を
持
つ
だ

け
に
、
町
と
し
て
は
、
初
期
の
計
画
発

表
以
来
、
慎
重
に
こ
れ
を
見
守
っ
て
き

ま
し
た
。

　
同
時
に
、
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
、
す
で
に
講
じ
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
い
よ
い
よ
町
を
挙

げ
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
目

下
、
そ
の
準
備
に
当
た
っ
て
い
ま
す
．

　例

水路トンネル

捨土運搬路

川
西
町
の

　
　
隅

“
条
件
”

申
し
入

　
こ
の
第
二
発
電
所
建
設
計
画
は
、
本

年
度
に
入
っ
て
急
速
に
進
展
し
、
五
月

八
日
に
は
運
輸
大
臣
の
事
業
認
可
が
出

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
で
は
、
国
鉄
側
に
対
し

説
明
会
の
開
催
を
求
め
、
五
月
十
五
日

に
、
公
式
に
は
初
め
て
、
同
計
画
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
降
、
町
議
会
に
こ
の
問
題
の

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
あ
わ
せ
て
役

場
庁
内
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
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、

編
成
し
て
、
と
も
ど
も
対
策
を
協
議
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
時
宜
を
失
わ
な
い
よ
う
、

川
西
町
と
し
て
の
大
筋
の
要
求
事
項
を

取
り
ま
と
め
、
八
月
二
十
八
日
付
で

「
信
濃
川
水
力
発
電
再
開
発
に
関
す
る

申
入
書
」
と
し
て
成
文
化
し
ま
し
た
。

　
申
入
書
の
内
容
は
、
次
ぺ
ー
ジ
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
（
全
文
掲
載
）
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　日本国有鉄道　　　　　　　　　　　　　　　　昭和59年8月28日

　　総裁仁杉　 嚴殿　 新潟県中魚沼郡川西町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町長南雲春雄

　　　　　　信濃川水力発電再開発に関する申入書
　川西町及び川西町民の深い注視の的となっていた信濃川水力発電再開発計画

について、ようやく、その概要が明らかとなりました。

　かねて、当町は、この計画がr国鉄の自営電力不足に対処するため重要かつ

急を要するもの」と理解し、期成同盟会に参画するなど、その促進に当たって

は協力的な立場をとってきたところであります。

　しかし、かつて、石炭節約に関する国策として進められたところの、鉄道電

化に伴う信濃川水力開発によって引き起こされた水不足問題で、生活はもとよ

り生産活動にまで及んで長い間の苦闘を余儀なくされ、いわば首都圏の動力源

確保のため犠牲を強いられてきた川西町の住民にとって、この計画は、大きな

衝撃であり、ふたたび不安と動揺を与えるものとなりました。

　このため、一再にわたる貴当局の説明を受けたところでありますが、この計

画における水路トンネルが川西町の水源地域を縦貫するだけに、水不足に対す

る住民不安は、むしろ強まる一方であり、町行政にとってきわめて緊要な課題

となっております。

　当町としては、このような状況から、過去の体験に照らして、その対策に遺

憾のないよう、町を挙げて取り組んでおるところであります。

　ついては、今回の計画が、国鉄発展のため国家的見地から行われるものであ

るかぎり、当町として引き続き協力を惜しむものではありませんが、重ねて国

策として取り上げられたうえは、その前提として、川西町における恒久的な水

資源確保の保障を得ることを不可欠の条件といたします。

　同様に、工事期間中及び工事完成後における地域の環境保全に対する保障並

びに信濃川水力発電再開発を契機とする川西町の新たな町づくりにも特段の配

意を講ずるべきであることを、この問題に関する当町の基本的姿勢として表明

いたします。

　そこで、信濃川水力発電再開発計画の起業者として、当川西町に対し下記事

項について、その履行を確約のうえ工事に着手されるよう、ここに申し入れい

たします。

　　　　　　　　　　　　　　　記
1　水の枯渇対策について

　（1）飲料水等生活用水の事前先行確保に当たられたい。

　（2〉当町の基幹産業である農業用水をはじめとする産業用水及び冬期におけ

　　る消融雪用水の確保に支障を来たすことのないよう万全の方策を講ぜられ

　　たい。

2　環境保全について

　（1）信濃川及び町内中小河川の流量確保を図られたい。

　（2）水源酒養に支障を来たすことのないよう万全の配慮を払われたい。

3　区域内の条件整備について

　（1〉信濃川架橋の早期実現について、送水管供架との関連において、応分の

　費用負担を含む推進方を図られたい。

（2）千手発電所放水路橋の架橋を図られたい。

（3）工事用運搬道路の整備を図るとともに安全対策について万全の措置を講

　ぜられたい。

（4〉水路トンネル掘削に伴う捨土の有効利用に配慮するとともに関係の生ず

　る河川の整備を図られたい。

4　その他
（1）事業の準備のため行う測量又は調査の結果について当町に提示されたい。

（2）水路トンネル工事に関連して発生が予測される間題については、当町及

　び関係住民と協議のうえ事前調査を十分行い、必要な対策を講ずるととも

　に・工事施行中及びその後に生ずる諸問題についても、すべて国鉄の責任

　において解決されたい。　　　　　　　　以上

r水力発電

鉄辮国縫
灘
　
簗
霞

九
月
十
七
日
か
ら

　
　
地
区
別
に
説
明
会

　
こ
の
申
入
書
は
、
八
月
三
十
日
に
南

雲
町
長
が
信
濃
川
工
事
局
に
出
向
き
、

直
接
、
先
方
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
申
入
書
は
、
現
時
点
に
お
け
る
町
の

こ
の
計
画
に
対
す
る
包
括
的
、
基
本
的

な
姿
勢
を
国
鉄
に
示
し
た
も
の
で
、
中

身
の
個
々
具
体
的
な
詰
め
は
今
後
の
問

題
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
関
係
す
る
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
．
こ
要
望
を
承
る
た
め
、
今

月
十
七
日
か
ら
、
次
の
日
程
で
説
明
会

を
開
き
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
へ

ご
参
集
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
国
鉄
側
か
ら
担
当
者
が
出

席
し
、
す
で
に
お
知
ら
せ
ず
み
の
準
備

の
た
め
の
立
入
調
査
の
問
題
も
含
め
て

説
明
し
ま
す
。

◎説明会日程表

　これまでの

　　町の対応
　町では、5月1日に国鉄の認可

申請（同8日運輸大臣認可）が出

てから、すでに、地元説明会3回
の開催、また、町議会の特別委員

会も4回にわたって開くなどして

対応を進めてきました。

　なお、この問題は、企画財政課

で担当しています。
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憾

八
月
十
一
日

「
促
進
委
員
会
が
答
申
」

鉄橋の下流

　　500m以内に

　
信
濃
川
架
橋
促
進
委
員
会
は
、
五
月
二
十
八
日
に
南
雲
町
長
か
ら
「
信
濃
川

架
橋
位
置
お
よ
び
取
付
道
路
の
選
定
」
な
ど
に
つ
い
て
の
諮
問
を
受
け
ま
し
た
。

　
促
進
委
員
会
で
は
、
　
「
川
西
町
の
交
通
体
系
の
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
、

将
来
の
開
発
基
本
構
想
を
踏
ま
え
な
が
ら
」
七
回
に
も
わ
た
り
委
員
会
を
開
き
、

慎
重
に
調
査
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
答
申
書
を
ま
と
め
、
八
月
十
一
日
に
役
場

の
議
場
で
町
長
に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。
答
申
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
諮
間
内
容

①
信
濃
川
架
橋
位
置
お
よ
び
取
付
道
路

　
の
選
定

②
そ
の
他
信
濃
川
架
橋
に
関
し
必
要
な

事
項

■
答

申

①
信
濃
川
架
橋
位
置
お
よ
び
取
付
道
路

　
の
選
定

qD
架
橋
位
置
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
資
材

　
運
搬
橋
か
ら
下
流
五
百
メ
ー
ト
ル
以

　
内
と
す
る
。

ω
取
付
道
路
に
つ
い
て
は
、
町
道
山
野

　
田
下
平
線
と
す
る
。

②
そ
の
他
信
濃
川
架
橋
に
関
し
必
要
な

　
事
項

・
架
橋
に
つ
い
て
の
確
た
る
位
置
決
定

　
に
つ
い
て
は
、
専
門
技
術
者
の
検
討

　
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、

　
国
鉄
関
係
の
諸
施
設
に
つ
い
て
は
、

　
当
事
者
間
に
お
い
て
慎
重
な
協
議
を

　
重
ね
結
論
を
出
す
こ
と
に
す
る
。

▽
答
申
決
定
に
関
す
る
付
帯
事
項

①
架
橋
に
伴
う
直
接
の
取
付
道
路
は
町

町長に答申する小川会長

その周辺鉄橋と

道
山
野
田
下
平
線
に
決
定
し
た
が
、

同
時
に
取
り
上
げ
慎
重
な
調
査
審
議

を
行
っ
た
町
道
木
島
沖
立
堤
防
線
お

よ
び
町
道
沖
立
小
根
岸
線
に
つ
い
て

も
、
川
西
町
の
将
来
の
交
通
体
系
お

よ
び
地
域
開
発
を
含
め
た
路
線
と
し

て
重
要
で
あ
る
。
今
後
は
除
雪
路
線

の
認
定
、
一
部
町
道
認
定
を
行
う
な

ど
早
期
に
整
備
を
要
望
す
る
も
の
で

あ
る
。

「
実
現
に
努
力
し
ま
す
」

町
長
が
あ
い
さ
つ

　
答
申
を
受
け
て
南
雲
町
長
は
、
　
「
私

ど
も
は
答
申
に
盛
ら
れ
た
事
柄
に
つ
い

て
誠
意
を
持
っ
て
こ
れ
の
実
現
に
努
力

を
し
た
い
。
特
に
橋
の
位
置
と
ル
ー
ト

が
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
今

後
の
町
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
と
し
て

展
開
さ
れ
る
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。



1【5】””””1””1”1”1””ll”””1””Illl”II”””II””ll””“1”””1”““ll”1””1””””1”1””””Illl””””ll””1”1””””Illl””“””“”広報かわにし／昭和59年9月10日発行

第3セクター

r北越急行㈱」が
一
．
　
　 設立される

　　ヤ　　　　
ヤ　　

ち

客9q一銚

　
北
越
北
線
を
経
営
す
る
第
三
セ
ク
タ

ー
「
北
越
急
行
株
式
会
社
」
が
、
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
設
立
総
会
は
、
八
月
二
十
七
日
に
新

潟
市
で
開
か
れ
、
発
起
人
の
新
潟
県
と

沿
線
十
七
市
町
村
の
長
、
そ
れ
に
新
会

社
に
出
資
す
る
団
体
・
会
社
の
代
表
が

出
席
し
、
定
款
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　
商
号
は
北
越
急
行
株
式
会
社
と
し
、

本
店
を
新
潟
市
に
置
き
、
取
締
役
社
長

に
は
君
知
事
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
営
業
区
間
は
、
六
日
町
か
ら
犀
潟
（

大
潟
町
）
ま
で
の
五
十
九
・
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
す
。

　
株
式
の
総
数
は
二
万
株
で
、
一
株
の

金
額
は
五
万
円
で
す
。
川
西
町
の
引
受

株
式
数
は
二
十
株
で
百
万
円
に
な
り
ま

す
。

北
越
北
線
に

豪
雪
地
の
“
夢
”
を
託
す

北
越
北
線
は
、
昭
和
三
十
九
年
九
月

に
六
日
町
－
直
江
津
間
六
十
八
・
七
キ

人
権
擁
護
委
員

中

村

　
八
月
十
五
日
付
で
、
中
村
謹
治
さ
ん

（
坪
山
）
が
高
橋
友
義
さ
ん
の
後
任
と

し
て
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
次
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
他
に

に
、

二二一仲

責里

ム
ロ

、
γ

さ
ん

ノ

漏
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
人
権
擁
護
委
員
の
お
宅
へ
相
談
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
須
藤
茂
一
さ
ん

（
仁
田
）
も
人
権
擁
護
委
員
で
す
。

▽
私
的
制
裁
、
▽
名
誉
信
用
等
の
侵
害
、

▽
教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
、
▽
生

活
権
の
侵
害
、
▽
そ
の
他
お
困
り
の
問

題

ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
、
四
十
三
年
八
月
に
着
工
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
約
五
一
パ
ー
セ

ン
ト
の
用
地
買
収
と
約
五
八
パ
ー
セ
ン

ト
の
路
盤
工
事
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
鉄
の
経
営
状
態
が
悪
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、
五
十
五
年
十
二
月

に
「
日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進
特

別
措
置
法
」
が
公
布
さ
れ
、
輸
送
密
度

四
千
人
未
満
の
新
線
建
設
は
、
第
一
ニ
セ

ク
タ
ー
等
で
運
営
を
引
き
受
け
る
場
合

に
限
り
工
事
を
継
続
す
る
と
い
う
国
の

方
針
の
も
と
に
、
五
十
五
年
度
か
ら
北

越
北
線
の
工
事
は
全
面
的
に
ス
ト
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
北
越
北
線
は
、
魚
沼
、
頸
城
、

上
越
の
各
地
方
を
連
結
す
る
と
と
も
に
、

首
都
圏
と
北
陸
地
方
と
を
結
ぶ
短
絡
線

と
し
て
、
住
民
生
活
の
安
定
向
上
と
地

域
交
通
の
確
立
に
役
だ
つ
ば
か
り
で
な

く
、
産
業
経
済
や
観
光
の
振
興
に
も
重

要
な
役
割
を
果
た
す
路
線
で
す
。

　
特
に
魚
沼
、
頸
城
地
方
は
全
国
有
数

の
豪
雪
地
で
あ
り
、
一
年
の
半
分
を
雪

の
中
で
過
ご
す
地
域
住
民
は
、
こ
の
北

越
北
線
に
「
陸
の
孤
島
か
ら
の
解
放
」

の
夢
を
託
し
て
い
ま
す
。

　
北
越
北
線
の
建
設
は
、
地
域
の
民
生

安
定
は
も
と
よ
り
、
新
潟
県
の
将
来
の

発
展
の
た
め
に
も
促
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
こ
と
か
ら
、
県
と
関
係

市
町
村
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
民
間

企
業
・
団
体
の
協
力
を
得
て
、
北
越
北

線
を
経
営
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設
立

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

「
キ
四
．
ー
ー

　
ヤ♂

」
く
し

　
ノ

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ

　
将
来
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て

ゆ
く
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。

　
納
め
忘
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま

す
と
、
年
金
が
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

け
ら
れ
な
く
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

た
り
、
年
金
の
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
忘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
か

が
少
な
く
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
ん

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
ま

ま
た
、
事
故
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
険
り

ど
に
よ
り
障
害
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
あ

に
な
っ
た
り
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
．
馴
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
ξ
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
一
一
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
●
●
の

ん
か

め
る
こ
と
が
困
難
の
と
き
は
、
役
場

の
住
民
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

を
、
　
．
’

囎
i’

像
條
料

　
　
　
醒

湘

家
の
働
き
手
を
な
く
し
た
よ
う
な
と

き
に
、
生
活
保
障
で
あ
る
障
害
年
金

・
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
た
い
せ
つ
な
年
金
は
財

産
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ま
一
度
確
認

の
た
め
に
、
納
付
書
が
着
か
な
か
っ

た
り
、
留
守
や
都
合
が
悪
か
っ
た
り

で
、
納
め
忘
れ
て
い
な
い
か
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
離
職
し
た
り
、
思
わ
ぬ

災
害
や
病
気
な
ど
で
、
保
険
料
を
納

恩
給
、
公
的
年
金

証
書
提
出
の
お
願
い

　
老
齢
福
祉
年
金
と
恩
給
、
公
的
年

金
等
を
併
給
さ
れ
て
、
老
齢
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
老
齢
福
祉

年
金
の
現
況
届
に
恩
給
、
公
的
年
金

等
の
証
書
が
必
要
で
す
。

　
早
め
に
役
場
住
民
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
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九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
、
こ
の
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
は

「

老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
多
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
年
寄
り
か
ら
は
、
心
身
の
健
康
に
注
意
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で

培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
だ
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
す
べ
て
の
人
た
ち
が
お
年
寄
り
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
を
持
ち
、
理
解
を

深
め
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を
み
ん
な
で
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
川
西
町
に
は
元
気
な
お
年
寄
り
が
大
ぜ
い
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
中
の
四
人
の
方
を
お
訪
ね
し
、
い
ろ
い
ろ
と
人
生
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

聾i麺…i蓼
　サ　垂望焉巌癒

下
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須
藤
さ
ん
に
は
、
管
巻
き
の
手
を
ち

ょ
っ
と
休
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
に
わ
と
り
の
エ
サ
く
れ
と
、
こ
の
管

巻
き
が
日
課
で
す
。
管
巻
き
は
一
日
に

　
　
　
　
　
二
時
間
く
ら
い
ず
つ
や
り

　
　
す
ま
す
．

管巻きを

　していま

　
　
　
　
　
　
朝
は
五
時
半
ご
ろ
に
起

　
　
　
　
　
き
ま
す
。
毎
日
決
ま
り
ょ

く
起
き
、
腹
八
分
目
の
食
事
を
し
、
寝

る
の
は
九
時
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。

　
目
も
耳
も
よ
く
、
自
分
の
こ
と
を
自

分
で
で
き
る
の
で
幸
せ
で
す
。
二
年
く

ら
い
前
か
ら
野
良
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

　
情
緒
豊
か
な
若
い
こ
ろ
の
村
祭
り
を

陵
し
ん
で
い
ま
す
。

若
い
世
代
に
〃
一
開

お
伝
え
く
だ
さ
い
　
　
生
く

　
お
年
寄
り
の
い
る
ご
家
庭
で
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
　
「
も
う
年
な

ん
だ
か
ら
」
と
か
、
　
「
そ
ん
な
こ
と
を

さ
せ
て
は
申
し
わ
け
な
い
」
な
ど
と
言

っ
て
、
お
年
寄
り
の
行
動
に
制
約
を
加

え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
で
は
お
年
寄
り
の
方
も
、
　
「
も

中
島
町

　
市
川
イ
ト
さ
ん
㈱

　
野
良
仕
事
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、

リ
ュ
ー
マ
チ
で
五
、
六
年
前
か
ら
歩
け

な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
く
ら
元
に
置
い

て
あ
る
電
話
の
番
を
す
る
の
が
楽
し
み

　
　
　
　
　
で
す
。

　
　
す
四
士
二
歳
の
と
き
、
お

　
　
で

　
　
み

“

、電話番力

　楽し
い
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら

い
、
東
京
見
物
を
し
た
の

恵
と
経
験

が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
国
際
劇

場
で
白
虎
隊
な
ど
の
芝
居
も
見
ま
し
た
。

　
ご
は
ん
は
平
ら
に
食
べ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
は
目
に
障
る
の
で
見
ま
せ
ん
。

ゆ
っ
た
り
と
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

物
覚
え
が
よ
く
、
暗
算
も
サ
ッ
と
で

き
る
と
の
こ
と
。

■■

う
、
隠
居
だ
か
ら
」
　
「
出
し
ゃ
ば
り
だ

と
思
わ
れ
る
」
な
ど
と
言
っ
て
引
っ
込

み
思
案
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
め

　
「
能
あ
る
タ
カ
は
爪
を
隠
す
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術
は
、
人
に
与

え
て
初
め
て
価
値
が
生
ま
れ
る
と
い
っ

大
白
倉桐

生
重
吉
さ
ん
㈱

　
食
事
は
軽
く
一
杯
ず
つ
に
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
に
一
か
た
け
も
食
べ
な
か

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
関
節
炎
で
両
ひ
ざ
が
痛
い
の
で
、
庭

　
　
　
　
　
先
で
ぜ
ん
ま
い
干
し
や
わ

庭に出て
　稼いでいます

ら
す
ぐ
り
な
ど
、
腰
を
つ

い
て
で
き
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
ひ
ざ
が
治
っ
た

ら
杉
の
世
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
正
十
一
年
に
今
の
家
を
建
て
た
と

き
は
心
か
ら
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
津
南
か
ら
孫
娘
が
ひ
ま
ご
た
ち
（
二

歳
と
五
か
月
の
男
の
子
）
を
連
れ
て
ち

ょ
こ
ち
ょ
こ
遊
び
に
来
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
年
寄

り
が
、
自
分
の
知
識
や
技
術
を
「
た
い

し
た
こ
と
で
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
て

も
、
周
り
の
人
か
ら
見
れ
ば
価
値
あ
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
庭
や
社
会

で
役
割
を
見
つ
け
、
伸
び
伸
び
と
行
動

で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
年
寄
り
の
持
つ
“
知
恵
と
経
験
”

を
若
い
世
代
に
伝
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ

）
つ
。

上
野小

海

ソ
キ
さ
ん
㈹

　
去
年
、
足
を
骨
折
し
て
し
ま
い
、
今

は
テ
レ
ビ
を
見
る
の
が
仕
事
で
す
。
時

代
劇
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。

　
若
い
こ
ろ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
旅
行

　
　
　
　
　
を
し
ま
し
た
。
北
海
道
や

　
　
す
四
国
へ
も
行
き
ま
し
た
．

茶飲み話が

　はりあいで

　
　
　
　
　
松
島
の
海
が
印
象
的
で
し

　
　
　
　
　
た
。

　
家
に
ば
っ
か
り
い
る
の
で
、
人
か
ら

来
て
も
ら
い
茶
飲
み
話
を
す
る
の
が
何

よ
り
の
は
り
あ
い
で
す
。

　
朝
は
毎
日
手
足
を
動
か
す
体
操
を
し

て
い
ま
す
。
た
っ
し
ゃ
な
と
き
に
や
っ

て
い
た
編
物
を
、
手
の
震
え
が
治
っ
た

ら
ま
た
や
り
た
い
で
す
。
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川西町長寿者番付表 （9月1日現在）

氏　名 町内名

－
ー
そ
奮
5
．
、
郭
2
盤
轟
宅
1
d
望
侶
弓
信
丁
易
ヰ
笥
⊥
上
朽
岩
赤
元
塩
学
大
上
鶴
伊
仁
新
上
中
塩

中村直治 坪　 山

屋　号生年月日

竜　 田

橋　場

明治
23●3●1

23●12●5

大　上24・11・25

前25・12・10

六兵衛26・11・19

阿部木工27・7・21

佐左工門27・10・15

喜久屋27・12・12

文四郎28・2・10

音　助28・3・1

音　松28・4・4

沢与28・9・25

宮　田28・10・16

杉原28・12・6

又四郎29・1・10

茂七29・2・11

福見屋29・2・17

きそう　　29・4・15

久兵工29・5・30

勇　屋29・6・29

新白屋29・9・21

小　清29・9・30

平野　　29・10・24

五郎兵工29・12・7

庄左工門30・2・10

久　助30・4・19

吉右工門30・7・24

正助30・10・16

和田屋30・11・10

兵右工門30・11・25

田　中30・12・14

甚助31・1・8

小　路31・2・5

八右工門31・2・13

東　浦31・3・7

太三郎31・5・2

常盤屋31・5・14

牛乳屋31・6・7

新宅31・8・11

年齢 番付

鞭
”
賜
〃
蠕
ゲ
瀬
－
5
4
5
6
－
8
9
習
讐
推
桶
－
5
4
5
6
－
8
9
習
霧
推
夢

田
釜
引
－。
9
。
駕
駕
器
器
8
8
器

器
羽
部
部
帥
影
器
肪
器
器
器
壽
8
6

氏　名

星名正治

中村ソモ

丸山周作

酒井クラ

藤巻力雄

柄沢紋治

小川駒治

星名佐藤治

大久保ミ子

江口常治

小林カネ

川崎孝治

小島クニ

和久井イト

上村キヨ

増田文吉

藤巻マキ

水品トキ

小川国吉

柄沢壮吉

斉木周作

桐生重吉

高橋コノ

村山庄八

北村クメ

米山サク

小海保貞

久保田幸太郎

羽鳥福松

宮　　奉

村山スイ

高橋義弘

滋野ソメ

村山タマ

須藤スイ

渡辺理平

星名イマ

大平惣平

町内名

伊　　友

大白倉

原　田

上　 町

上　 野

沖　立

岩　瀬

上　 野

野　　口

小白倉

中仙田

元　町

新町新田

木　落

上　 野

室　　島

塩　辛

新町新田

岩　瀬

立沖

小　脇

大白倉

学校町

高原田

山野田

室　島

田中町

上　野

木　落

山野田

伊　友

高　倉

野　　口

高原田

下　原

上　 野

伊　友

原　 田

屋　号

木　村

伊ノ助

上　 方

小　路

藤巻医院

吉栄

治郎左工門

星　　名

安右工門

か　　じ

兵五郎

川　崎

橋　場

勘　七

又　　八

文　蔵

げつぜん

仙　年

吉幸

大　林

勘兵工

浦

角　屋

街道端

くりや

治郎いん

大洋堂

山　新

卯之助

朝日屋

郎三治

あめ屋

勘五郎

河原屋敷

新　　宅

常　本

源　蔵

五　　助

生年月日

明治

23●3●5

24●8●25

25●1●27

26●4●11

27●3●16

27●10●10

27●10●20

27●12●11

28●2●24

28●3●28

28．6●10

28●9●28

28●11●18

28●12●24

29●1●13

29●2●15

29●3●31

29●5●5

29●6●22

29●8●28

29●9●28

29●10●14

29●11●20

30●1●23

30●4●10

30●7●20

30●8●13

30●11●2

30●11●15

30●12●9

30●12●16

31●1●25

31●2●11

31●3●1

31●4●19

31●5●3

31●5●30

31●7●8

年齢

94

93

92

91

90

89

89

89

89

89

89

88

88

88

88

鵬
88

88

88

88

肝
訂
肝
訂
訂
8
7
8
7
8
6
8
6
8
6
8
6
8
6
8

6
8
6
8
6
8
6
8
6
8
6

「
長
寿
者
番
付
」
発
表

　
　
十
両
以
上
は

　
　
　
　
　
七
十
七
人

　
九
月
一
日
付
け
で
、
町
の
長
寿
者
番

付
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
番
付
に
は
、
満
八
十
六
歳
以
上
の
七

十
七
人
（
男
三
十
八
人
・
女
三
十
九
人
）

の
方
が
載
り
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
よ

り
十
三
人
も
多
く
、
番
付
表
は
十
両
が

七
枚
も
増
え
ま
し
た
。

　
東
西
の
横
綱
は
そ
の
ま
ま
で
す
。
新

大
関
に
原
田
の
丸
山
周
作
さ
ん
、
新
関

脇
に
は
上
町
の
酒
井
ク
ラ
さ
ん
と
沖
立

の
五
十
川
キ
ン
さ
ん
、
そ
れ
に
上
野
の

藤
巻
力
雄
さ
ん
が
昇
進
し
ま
し
た
。
小

結
は
全
員
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
す
。

敬藷i裡鵠懇
　　灘繍鞍蟻議
　薦羅購議購　i鍵難懇嚢雛鱒鐵

』灘顯譲懸灘灘嚢贈懸鐵叢i雛窺

薫灘難麟

撫敬懇織織蓬灘灘藝　難叢鐵欝

　織灘鱗翻獺鱗灘鰯
　鍵麟墜蒙纐蔭翻i灘

轍懸難灘魏穣灘鞭．懸灘㈱鞭…
　鐵灘欝難韮欝一灘繋鎗嚢難撫墾i糞

　綴篠繊難癒欝難難麗磯毯議縷灘嚢

饗顯畿綴糀嚢薬総繕麹、籔磯莚簸

．i灘驚欝潅鶏菱欝一蓼雛叢鞭灘銀

　欝㈱郷難、
継灘難繊譲灘灘欝撚灘1繍

　灘簿翻繋輔蒙灘馨灘魏
　盤鐸繭錨灘　趨羨難韮欝楼難矯

　．1難鰯謙

繍購鱗簸雛i灘繋灘簗繍…鱒
　欝灘雛纏獺灘難叢欝一，馨欝難

　趨灘醸馨蒙綴鱒灘

織麟i難灘

纏辮醗灘鱗翻獺灘撫
　纏籍鍼欝、盤1轍醗鎌翻難蒙i雛

螂灘㈱灘鱗翻獺欝難
　錘欝欝灘i欝鞭欝織縫総簾灘鐸謹

　灘鱗灘灘鎌

講難畿纈墾欝欝灘欝甕穰一翻糞繕、、

　難欝雛麟盤嚢繭饗灘1翻騰樂懸蓬　、

　獲灘醸

※雛醗欝1難織編鍵叢i鐵闘薦鶴灘i羅縫

獲欝難

　　　　　　　　　　一
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川

西

町

　
『
新
潟
県
市
町
村
合
併
誌
』
に
よ
る

と
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日

に
開
催
し
た
中
魚
沼
郡
（
二
十
二
か
町

村
）
定
例
町
村
会
は
、
そ
の
こ
ろ
注
目

さ
れ
は
じ
め
た
町
村
合
併
問
題
を
協
議

し
、
各
町
村
に
合
併
問
題
専
門
の
研
究

協
議
会
を
置
く
こ
と
を
決
め
た
。

　
こ
の
日
、
中
魚
沼
地
方
事
務
所
が
示

し
た
川
西
郷
の
合
併
構
想
は
次
の
四
案

で
あ
っ
た
。

　
第
一
案
、
　
「
吉
田
村
・
千
手
町
・
上

野
村
」
、
　
「
下
条
村
・
橘
村
」
、
　
「
岩

沢
村
・
真
人
村
」
、
　
「
仙
田
村
」

　
第
二
案
、
　
「
十
日
町
・
川
治
村
・
六

箇
村
・
千
手
町
・
吉
田
村
」
、
　
「
下
条

村
・
上
野
村
・
橘
村
」
、
　
「
岩
沢
村
．

真
人
村
」
、
　
「
仙
田
村
」

（31．11．15）開町祝賀の様子

の
誕
生

　
第
三
案
、
　
「
十
日
町
・
中
条
村
・
川

治
村
・
六
箇
村
・
吉
田
村
」
、
　
「
千
手

町
・
上
野
村
」
、
　
「
下
条
村
・
橘
村
」
、

「
岩
沢
村
・
真
人
村
」
、
　
「
仙
田
村
」

　
第
四
案
、
　
「
十
日
町
・
六
箇
村
・
川

治
村
・
千
手
町
・
吉
田
村
」
、
　
「
下
条

村
・
上
野
村
・
橘
村
」
、
　
「
岩
沢
村
・

真
人
村
」
、
　
「
仙
田
村
」

　
こ
の
四
案
が
示
さ
れ
る
と
、
古
来
、

川
西
郷
の
中
軸
と
し
て
行
政
上
不
可
分

の
関
係
に
あ
っ
た
川
西
郷
六
町
村
は
、

合
併
を
必
然
的
な
問
題
と
し
て
研
究
協

議
を
重
ね
、
部
落
常
会
や
公
聴
会
を
開

き
、
公
民
館
報
や
公
報
を
通
し
て
啓
も

う
し
、
広
く
住
民
の
意
向
を
聞
く
こ
と

に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
県
の
示
し
た

合
併
構
想
と
は
別
に
、
川
西
郷
六
か
町

村
で
大
同
合
併
す
る
こ
と
に
お
お
か
た

の
意
見
が
一
致
し
た
。

　
二
十
九
年
に
入
る
と
、
川
西
郷
六
か

町
村
の
首
脳
が
千
手
町
役
場
に
集
ま
っ

て
協
議
（
三
月
二
十
日
）
し
、
月
末
ま

で
に
、
各
町
村
と
も
態
度
を
決
定
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　
四
月
の
初
め
に
第
二
回
の
協
議
会
を

開
い
た
が
、
大
同
合
併
の
主
流
と
み
ら

れ
て
い
た
上
野
村
と
橘
村
は
合
併
後
の

中
心
部
主
張
の
態
度
を
明
確
に
し
、
こ

れ
に
対
し
て
国
鉄
固
定
資
産
税
で
財
政

が
豊
か
に
な
っ
た
千
手
町
は
両
村
の
主

張
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
経
済
的
に

八
割
以
上
を
十
日
町
に
依
存
し
て
い
る

吉
田
村
は
、
六
か
町
村
の
合
併
に
絶
対

反
対
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
真
人

村
は
畜
産
関
係
で
提
携
し
て
い
け
る
下

条
村
と
の
合
併
を
強
く
望
み
こ
れ
に
岩

沢
村
を
加
え
、
橘
村
が
中
心
部
主
流
を

捨
て
る
な
ら
北
部
四
か
村
で
合
併
し
た

い
考
え
で
あ
っ
た
。

　
当
初
、
円
満
に
実
現
す
る
と
思
わ
れ

て
い
た
川
西
郷
六
か
町
村
の
大
同
合
併

は
、
こ
う
し
て
虚
々
実
々
の
駆
け
引
き

と
腹
の
探
り
合
い
が
行
わ
れ
、
二
十
九

年
を
頂
点
に
紛
叫
の
度
を
深
く
し
な
が

ら
、
中
心
部
四
か
町
村
の
合
併
に
動
く

機
運
が
し
だ
い
に
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。

　
こ
の
こ
ろ
の
模
様
を
新
聞
は
あ
ら
ま

し
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
郡
合
併
促
進
協
議
会
は
二
十
三
日
地

方
事
務
所
で
開
き
、
岩
沢
村
が
小
千
谷

市
と
の
合
併
を
決
定
し
た
こ
と
、
千
手

町
が
川
西
合
併
に
つ
い
て
新
構
想
を
打

ち
出
し
た
こ
と
、
こ
の
た
め
真
人
村
が

小
千
谷
に
走
る
気
配
が
濃
く
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
な
ど
の
新
事
態
に
入
っ
た
の

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
協
議
、
検
討
を
行

う
こ
と
に
し
た
。
　
（
中
略
）
千
手
町
が

こ
の
ほ
ど
打
ち
出
し
た
新
構
想
は
、
吉

田
村
稲
葉
部
落
と
上
野
村
を
対
等
合
併

す
る
、
橘
．
仙
田
の
二
か
村
は
吸
収
合

併
す
る
、
真
人
村
が
川
西
合
併
に
賛
成

し
た
場
合
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
、
の

三
点
と
な
っ
て
い
る
。
千
手
町
が
こ
の

構
想
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
ま
ず
上
野

村
と
稲
葉
部
落
と
対
等
合
併
し
て
来
春

一
月
に
町
長
選
挙
を
行
い
、
役
場
を
現

千
手
町
役
場
に
決
定
し
た
後
に
橘
．
仙

田
・
真
人
を
吸
収
し
、
川
西
郷
の
新
し

い
町
の
中
心
と
な
る
意
図
の
も
と
に
決

定
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
真
人
村
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は

小
千
谷
市
と
合
併
す
る
気
配
が
濃
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
　
（
二
十
九
年
十
月
二

十
日
、
十
日
町
新
聞
）

　
中
魚
千
手
町
・
上
野
村
・
橘
村
．
仙

田
村
の
川
西
郷
四
か
町
村
合
併
は
、
千

手
町
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
き
た

が
、
仙
田
村
だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
離
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
橘
村
で
は
千
手
．
上

野
・
橘
の
三
か
村
合
併
な
ら
と
も
か
く

仙
田
村
を
含
め
た
合
併
は
距
離
的
に
無

理
だ
と
し
て
き
た
た
め
、
合
併
問
題
も

行
き
詰
ま
っ
て
い
た
が
、
橘
村
の
山
田

村
長
・
田
口
議
長
は
二
日
の
午
後
千
手

町
役
場
を
訪
れ
中
村
町
長
に
川
西
郷
四

か
町
村
合
併
に
全
面
的
に
賛
成
す
る
と

文
書
で
正
式
に
そ
の
態
度
を
表
明
、
四

か
町
村
合
併
は
こ
れ
を
契
機
に
急
速
に

推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
川
西
郷

は
、
当
初
千
手
町
を
中
心
と
し
た
上
野

・
橘
・
仙
田
・
真
人
・
吉
田
の
六
か
町

村
が
大
同
団
結
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
後
吉
田
村
が
十
日
町
市
に

合
併
を
申
し
込
み
、
さ
ら
に
岩
沢
村
．

真
人
村
が
相
次
い
で
小
千
谷
市
合
併
の

態
度
を
決
め
る
な
ど
難
航
を
重
ね
て
き

た
あ
と
だ
け
に
、
関
係
町
村
民
も
橘
村

と
仙
田
村
を
含
め
た
四
か
町
村
合
併
案

賛
成
の
態
度
に
ほ
っ
と
し
た
表
情
が
あ

る
。
　
（
二
十
九
年
十
一
月
四
日
、
新
潟

日
報
）

　
（
千
手
町
が
新
構
想
を
打
ち
出
し
た

と
き
、
第
二
次
と
し
て
こ
れ
に
吸
収
合

併
す
る
よ
り
は
、
純
農
村
と
い
う
共
通

の
立
場
で
橘
・
真
人
・
仙
田
の
三
村
が

対
等
合
併
し
よ
う
と
会
議
を
持
っ
た
り

し
た
が
、
真
人
が
小
千
谷
に
走
っ
た
こ

と
で
事
態
は
変
わ
っ
た
）

　
合
併
の
動
き
は
よ
う
や
く
具
体
化
し
、

こ
の
年
十
一
月
二
十
七
日
に
は
四
か
町

村
首
脳
が
新
設
合
併
の
会
議
を
開
い
た
。

し
か
し
、
新
町
名
は
千
手
町
と
し
、
庁

舎
は
千
手
町
役
場
位
置
に
と
主
張
す
る

千
手
町
に
対
し
、
町
名
は
新
町
名
と
し

庁
舎
位
置
は
北
原
地
内
に
と
主
張
す
る

上
野
・
橘
・
仙
田
の
三
村
と
意
見
が
対

立
し
て
休
会
と
な
り
、
せ
っ
か
く
の
合

　
　
　
　
　
き
　
ぐ

併
も
成
立
が
危
倶
さ
れ
る
事
態
に
な
っ

た
。

　
一
年
問
の
沈
黙
を
続
け
た
合
併
問
題

は
、
千
手
町
青
年
団
（
保
坂
国
夫
団
長
）

と
婦
人
会
（
田
辺
キ
イ
会
長
）
が
、
町

内
の
各
種
団
体
長
を
招
い
て
合
併
促
進

を
話
し
合
っ
た
こ
と
か
ら
再
燃
し
た
。

上
野
村
役
場
で
開
か
れ
た
第
五
回
合
併

協
議
会
（
一
一
二
・
六
・
九
）
で
、
新
町
，

名
は
川
西
町
と
し
、
庁
舎
を
千
手
町
役

場
に
置
く
こ
と
を
決
め
て
合
併
実
現
に

踏
み
切
り
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日

に
川
西
町
が
誕
生
し
た
。
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盈回

の
写
亘
蒜

あ
り
ま
せ

鑓　
鱗

灘灘灘

　
川
西
町
史
編
さ
ん
係
と
歴
史
民
俗
資

料
館
で
は
昔
の
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
り
っ
ぱ
な
無
雪
道
路
が
縦
横

に
走
り
、
広
大
な
ほ
場
整
備
田
が
整
然

と
続
き
、
し
ょ
う
し
ゃ
な
家
が
立
ち
並

ぶ
川
西
町
も
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
、

曲
が
り
く
ね
っ
た
草
道
を
上
が
り
荷
を

つ
け
た
牛
馬
が
か
っ
ぽ
し
、
か
や
ぶ
き

屋
根
の
軒
下
で
は
ニ
ワ
ト
リ
と
い
っ
し

ょ
に
子
供
が
遊
び
、
昼
時
に
な
る
と
村

中
の
家
か
ら
い
っ
せ
い
に
薄
紫
色
の
煙

が
た
な
び
き
、
ジ
ロ
を
囲
ん
で
一
家
そ

ろ
っ
て
マ
ン
マ
を
食
べ
、
冬
に
な
れ
ば

村
中
す
っ
ぽ
り
雪
に
埋
ま
り
、
一
面
白

畳
の
中
を
一
条
の
カ
ン
ジ
キ
道
だ
け
が

蹴　
灘

鼎

う
ね
う
ね
と
村
外
れ
ま
で
続
き
、
ト
ン

ト
ン
と
い
う
ワ
ラ
打
ち
、
ハ
タ
織
り
の

音
だ
け
が
聞
こ
え
る
中
を
、
時
お
り
大

小
い
く
つ
か
の
ワ
ラ
ボ
シ
が
通
り
過
ぎ

る
．
．
．
．
．
・
と
い
っ
た
風
景
が
ど
こ
で
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
う

い
う
姿
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
は
、

写
真
に
よ
る
記
録
保
存
し
か
方
法
が
あ

り
ま
せ
ん
。

子

守

そ
こ
で
…
…

．
田
か
き
や
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
の

農
作
業
や
、
養
蚕
、
ハ
タ
仕
事

．
盆
、
正
月
、
祭
り
な
ど
の
年
中
行
事

　
　
　
　
　
・
家
や
部
落
、
川
、
道
な

　
　
　
　
　
ど
の
風
景

　
　
　
　
　
・
野
良
仕
事
や
山
菜
採
り
、

　
　
　
灘
難

　
輪
　
灘

　
欝
　
き

　
　
誘
講

獄

　　．鎌

聾’　　鰯
　織懸

狩
猟
、
メ
ゲ
ツ
な
ど
の

と
き
の
服
装
や
道
具

・
子
供
の
遊
び
や
子
守
り
、

イ
ネ
ソ
イ
な
ど
の
手
伝

　
い

・
ジ
ロ
を
囲
ん
だ
だ
ん
ら

ん
や
屋
内
の
様
子

・
道
路
開
削
や
普
請
な
ど

の
事
業

　
　
　
　
お
け
　
　
　
か
じ

・
屋
根
屋
、
桶
屋
、
鍛
治

灘鰯

　撫
　■
磯・苗

藝
欝轟

難叢
鰯

灘餐
』　　　　

蟻鑛

田かき

　
屋
、
紙
す
き
、
木
羽
へ
ぎ
な
ど
特
殊

　
な
職
種
の
作
業
や
道
具

　
そ
の
他
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
昔
の
写
真
、
ネ
ガ
、
あ
る

い
は
ア
ル
バ
ム
一
冊
で
も
け
っ
こ
う
で

す
。　

こ
れ
ら
を
お
持
ち
の
方
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
歴
史
民
俗
資
料
館
〔
暦
（
6
8
）

2
1
2
8
有
線
3
0
9
4
〕
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
お
借
り
し
た
写
真
は
複
写
の
後
、
必

ず
返
却
し
ま
す
。

・
茂
野
寅
一
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら
、

　
が
ま

鉄
釜
、
酒
舟
、
ス
コ
ッ
プ
、
タ
バ
コ

の
根
切
り
、
浅
ク
ワ
、
ほ
か
多
数

・
室
岡
倉
二
さ
ん
（
千
葉
県
）
か
ら
、

　
と
う
び
ん

　
湯
瓶
、
木
石
磨
石

・
南
雲
熊
治
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

　
ア
ン
ギ
ン

・
藤
本
秀
雄
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
ア

　
ン
ギ
ン
、
テ
シ
ロ
、
コ
モ
ヅ
チ

．
和
田
荘
太
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
、
軍

　
　
　
　
　
　
　
げ
た

　
服
、
記
念
章
、
下
駄
（
中
歯
、
雪
下

　
駄
）
古
銭
、
雑
ノ
ウ

・
茂
野
耕
作
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
半

　
襟
、
オ
コ
ソ
ズ
キ
ン
、
カ
ツ
ギ
、
ア

　
ン
ギ
ン
コ
モ
ヅ
チ
、
ほ
か
多
数

．
北
堀
亀
雄
さ
ん
（
小
白
倉
）
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま

　
鉄
索
滑
車
、
モ
ッ
コ
棒
、
熊
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ち

．
高
橋
久
蔵
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
、
吉

じ
ょ
う
ぐ
ぜ
ん

祥
愚
禅
書
掛
軸
、
土
製
品

・
金
子
誠
平
さ
ん
（
岩
瀬
）
か
ら
、
型

　
紙

．
柳
藤
作
さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら
、
火

　
ノ
シ
、
米
サ
シ
、
米
取
り
箱
、
手
力

　
　
　
　
つ
ち
　
　
ま
く
ら

ギ
、
横
槌
、
箱
枕

．
田
村
文
作
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
、

　
ッ
ク
編
み
、
セ
イ
ロ
、
ブ
イ
ト
ウ
、

衣
類
多
数
、
ス
キ
ー
、
ハ
モ
、
円
飯

台
、
戦
前
か
ら
戦
後
直
後
の
教
科
書

等
多
数
、
ワ
ラ
グ
ツ
、
イ
タ
チ
ワ
ナ
、

ほ
か
多
数

．
片
桐
増
美
さ
ん
（
小
白
倉
）
か
ら
、

手
カ
ギ

．
大
倉
部
落
か
ら
、
腕
用
ポ
ン
プ
、
仙

田
青
年
団
大
倉
分
団
旗

．
田
口
直
人
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、
肥

カ
ギ
、
荷
ッ
ケ
グ
ラ
、
糸
ア
ゲ
車
、

　
　
　
き
ね

米
ッ
キ
杵

．
喜
田
幸
作
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
桑

カ
コ

　　　　　　難　　　　　購　　　　嚢壽　　　轍慧
麟灘

税
鰻
馨
観
欝

生
命
保
険
と
税
金

　
多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
や
交
通
事

故
な
ど
突
然
の
災
難
に
備
え
て
、
生
命

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
納
税
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人
と
す

る
生
命
保
険
や
簡
易
生
命
保
険
等
の
保

険
料
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
の
年
中

の
支
払
額
に
応
じ
て
、
最
高
五
万
円
が

「
生
命
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、
そ
の

年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
満
期
保
険
金
や
死
亡
保
険
金

を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
保
険
料
を
だ

れ
が
負
担
し
て
い
た
か
に
よ
っ
て
相
続

税
か
贈
与
税
、
あ
る
い
は
所
得
税
が
か

か
り
ま
す
。

　
傷
害
特
約
付
生
命
保
険
で
、
身
体
の

傷
害
や
疾
病
に
基
づ
く
給
付
金
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

撒
合

驚鞭
つ満期保険金を受け取

保険料
負担者 被保険者

保険金
受取人 課税関係

夫 夫 夫 夫に所得税
夫 夫 妻 妻に贈与税

死亡保険金を受け取った場合
保険料
負担者

被保険者
（死亡者）

保険金
受取人 課税関係

夫 夫 妻 妻に相続税

夫 子 夫 夫に所得税

夫 子 妻 妻に贈与税
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，
　
　
　
　
6
　
9

一

万

万

A

　
橘
小
学
校
木
造
校
舎
改
築
工
事
が
完

了
し
、
八
月
七
日
に
竣
工
検
査
を
行
い
、

十
日
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
学
期
か
ら
、
全
校
児
童
が
新
し
い

教
室
で
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　
改
築
工
事
は
、
昨
年
の
夏
休
み
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ま
る
一
年
で
完

了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三

く
校
舎
南
側
部
分

灘、

灘
灘

灘
馨

　
耀
照

　
　
K
　
　
　
　
　
写

護
儲
，
…
蒙

・
鰯
，

o
階
建
、
延
床
面
積
は
二
千
六
百

十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
建
設
費
は
、
本
体
工
事
が
二

億
五
千
二
百
万
円
、
そ
れ
に
給

排
水
暖
房
設
備
工
事
と
電
気
工

事
を
合
わ
せ
る
と
、
三
億
三
千

万
円
に
な
り
ま
す
。

　
校
舎
の
外
壁
の
色
は
ア
イ
ボ

リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
、
廊
下
の
床
に

は
え
ん
じ
の
合
成
樹
脂
が
使
わ

れ
て
い
て
、

現
在
、

い
る
と
こ
ろ
で
、

る
の
は
十
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
な
か
な
か
モ
ダ
ン
で
す
。

前
庭
の
舗
装
工
事
を
行
っ
て

　
　
　
正
面
玄
関
か
ら
入
れ

▲　「学校が楽しいナ」

》
　
明
る
い
教
室

▲
ゆ
っ
た
り
し
た
正
面
玄
関

牌勤罐≦欄㎜勲燗夢凄喚戸’・騨：
蹴掬舜卿蝉鱗嬢襲

｛鞭幣欝騨騨

ハッスルを
1》とき10月10日　》ところ川西中グラウンド

　
十
月
十
日
に
は
、
四
年
に
一
度
の
町
・

民
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
す
。
会
場
は
川
－

西
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

　
町
民
体
育
祭
は
、
昭
和
三
十
五
年
か

ら
始
ま
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
年

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
六
回
・
町
民
体
育
祭
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
日
時
十
月
十
日

　
　
　
　
午
前
八
時
十
五
分
集
合

　
　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
十
月
十
四

　
　
　
　
　
日
）

＊
会
場
　
川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
競
技
種
目

・
百
メ
ー
ト
ル
競
走
（
オ
ー
プ
ン
）

・
走
り
幅
と
び
（
オ
ー
プ
ン
）

鱗

前回の体育祭の一こま

・
球
入
れ
（
地
区
対
抗
）

・
む
か
で
リ
レ
ー
（
地
区
対
抗
）

・
水
く
み
リ
レ
ー
（
地
区
対
抗
）

・
二
十
一
世
紀
リ
レ
ー
（
地
区
対
抗
）

・
綱
引
き
（
地
区
対
抗
）

・
障
害
物
レ
ー
ス
（
地
区
対
抗
）

・
走
り
高
と
び
（
オ
ー
プ
ン
）

・
ボ
ー
ル
送
り
（
地
区
対
抗
）

・
千
五
百
メ
ー
ト
ル
競
走
（
地
区
対
抗
）

・
年
齢
別
リ
レ
ー
（
地
区
対
抗
）

　
こ
の
ほ
か
、
小
学
生
民
踊
、
チ
ビ
っ

子
レ
ー
ス
、
応
援
合
戦
、
中
学
生
マ
ス

ゲ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
は
ど
の
種
目
が
得
意
で
す
か
、

早
め
に
地
区
役
員
に
申
し
出
た
ほ
う
が

い
い
で
す
よ
。
競
技
に
出
ら
れ
な
い
方

は
応
援
で
ハ
ッ
ス
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ポ
ー
ッ
の
秋
で
す
。
町
民
体
育
祭

に
み
ん
な
が
参
加
し
、
楽
し
い
一
日
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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rわが家の家計簿」，体験談

新潟県貯蓄推進委員会入選作品

楽しく生きるために……③

渡辺ヒサ
　　　（新町新田）

□楽しく生きるために

　去年の4月に、一人娘に婿を迎えてわが家もにぎ
　やかになり、家計簿にも今までとは違った数字が表

　れるようになりました。わが家の今までのこと、そ

　して、これからのあり方などを話し合っています。

　婿さんも主人がずっとそうであったように、月給袋

　の封を切らずに渡してくれています。またそれだけ

　に、小遣いなどの必要なものは話し合って渡しては

　いますが、何かと気も使っています。

　　これまで記帳を続けられたのも家族の協力のおか

　げです。子供には何も残してやれませんでしたが、

　家計簿の記録を、わが家の歴史の一員として残すこ

　とが、唯一の贈り物と思っています。保有米の量や

　交際の移り変わりから家族の健康状態の記録など、

　いつの日かきっと役に立つものと信じています。

　一昨年は娘の結婚に備えて2階の大改造をやり、

去年は娘の結婚式も無事に済ませ、10年もがんばっ

　てくれた主人の車も買い替えました。去年の決算を

見て、rどこから持ってきたのか知らないが、やっ

　てくれたネ」と主人が言ってくれました。今度は私

　たち老夫婦？の楽しみの実現に向けて少しずつ蓄え

　てゆきます・来年あたりは少し遠くぺ行？てみたい

　ナ、などと楽しい夢も見ています。娘の和裁の仕事

　を手伝いながら、自分の時間も持てるようになり、

　がんばってきてよかったなあと思うこのごろです。

　私はトマトやすいかを作ることが好きです。なる

べく農薬を使わない自給野菜をいっぱい食卓に載せ

　たいと思います。今までの努力を無駄にしないよう

　に、若夫婦ともよく話し合いをグら、『家計簿も、自

給野菜作りも、バトンタッチをす1る日までがんばり

たいと思っています。　　　　　＼，』・！終わり）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂ノ
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一

環
と
し
て
、
七
月
中
に
実
施
し
た
封
筒

募金に、

次
の
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

＊
目
標
額
　
四
十
六
万
六
千
円

＊
実
績
額
　
四
十
七
万
四
千
四
百
三
十

　
一
円

＊
達
成
率
　
一
〇
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

社
明
募
金
の
ご
協
力

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

川西町職員の募集
　川西町職員採用初級・保健婦試験を次により行います。

①試験区分と採用予定人員

区　　分 職　　種 採用予定人員

初　級 一般事務 1　人

一 保健婦 1　人

②受験資格

（琳刀級（一般事務）

・大学卒業者の場合　昭和56年3月以降の卒業者または

　昭和60年3月卒業見込みの人

・短期大学卒業者の場合　大学卒業者の場合と同じ

・高等学校卒業者の場合　昭和53年3月以降の卒業者ま

　たは昭和60年3月卒業見込みの人
（2）保健婦

・昭和30年4月2日以後に生まれた人で、保健婦の資格

　取得者または昭和60年3月31日までに資格取得見込み

　の人

③試験日時と試験場

・初級（一般事務）は、第1次および第2次試験を行い

　ます。

・保健婦は、第2次試験のみを行います。

（1）第1次試験（新潟県人事事務組合で行う試験〉

・試験日　11月4日（日）　受付時間　午前9時から午

　前9時40分まで

・試験場　長岡市城内町3　長岡女子高等学校

・方法　教養試験として高等学校卒業程度の内容で、地

　方公務員として必要な一般的知識、それに知能につい

　ての択一式による筆記試験と作文試験を行います。

・合格発表　12月上旬ごろ

（2）第2次試験

・試験日　12月中旬ごろ

・試験地　川西町

・方法　初級（一般事務）第1次試験合格者および保健

　婦受験申込者に対し、面接試験・身体検査を実施しま

　す。

④最終合格者の発表　12月下旬ごろ

⑤採用　昭和60年4月1日

⑥受験手続

（1）申込書の請求先　役場総務課

（2）申込方法　受験申込書に所要事項を記入・押印し、写

　真（縦4cm、横3cm）3枚を添えて、役場総務課に直

　接持参するか、郵送してください。保健婦の場合は、

　履歴書、保健婦免許状の写し（すでに資格を取得して

　いる人）嘲、保健婦学校等が発行した成績証明書をそれ

　ぞれ1通、同時に添付してください。申し込みの際、

　試験案内を差し上げます。

（3）申込書の受付期間

　9月10日（金〉から9月29日（土）まで（勤務時間内

　にお願いします）。郵送の場合は、締切日までに到着

　したものに限り受け付けます。

※詳しいことは、総務課へお間い合わせください。
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千
手
祭
り

　稲刈りが始まりました。今年は

大雪のため、田植えがいつもの年

より10日ほど遅かったのですが、

その後は好天に恵まれ、作柄はま

ずまずのようです。

　農作業機械を十分点検し、事故

のないようご注意ください。

　今回のひろばでは、各地の秋祭

りの模様を取り上げました。

　近ごろは、みんなで地区の祭り

を盛り上げようとする空気が広が

っています。

　　　■■岬oo

’プ

恒
例
の
大
仮
装
大
会

よ‘

上
々
の
天
気

一ノ’一－・一一一一●“●鴨、’一｝”、一・、＿，1じ一、

上
野
「
七
日
祭
り
」

▲子供団体1位の
　　　r上野子供まつり」

▼大人団体は
r海賊船第三田麦丸旗揚げ」

　
上
野
諏
訪
神
社
の
祭
礼
は
、
八
月
二
十
六
日
、
二

十
七
日
の
二
日
間
で
す
。

　
二
十
六
日
夜
の
仮
装
行
列
を
、
今
年
も
大
ぜ
い
の

見
物
人
が
取
り
囲
み
ま
し
た
。

／
㌧
の
‘
D
9
・
唇
’
1
D
ρ
1
4
曜
璽
馳
ー
，
’
4
8
曳
ー
9
1
1
｛
魯
ー
ー
、
璽
」
・
・
甑
ー
－
l
l
1
9

、

▲もうすぐ完成します
　（8／20野口公民館で）

　
八
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
千
手

祭
り
は
、
い
つ
も
雨
に
悩
ま
さ
れ
ま
、
す

が
、
今
年
は
少
し
は
降
っ
た
も
の
の
、

祭
り
に
は
上
々
の
天
気
で
し
た
。

蝿
脚
聾
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近▲子供みこし（8／22千手神社付

タ
　》
1分
』己』　皿

剛踊
でり

釜大
／会
23は
）　総
　合
　セ
　ン

　
昭
和
十
六
、
七
年
ご
ろ
に
戦
争
の
た
め
と
だ
え
た
諏
訪

祭
り
の
「
花
と
う
ろ
う
」
を
、
野
口
青
年
会
の
O
B
「
七

日
会
」
が
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　
麻
の
葉
の
模
様
を
和
紙
に
切
り
抜
き
、
そ
れ
に
色
を
塗

り
ま
す
。
こ
れ
が
た
い
へ
ん
な
作
業
で
、
1
0
㎝
×
22
㎝
く

ら
い
の
を
切
り
抜
く
に
は
三
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

　
七
日
会
は
七
月
の
末
か
ら
野
口
公
民
館
に
毎
晩
十
二
、

三
人
ず
つ
集
ま
り
、
五
つ
の
「
花
と
う
ろ
う
」
を
八
月
二

十
六
日
の
祭
り
の
直
前
ま
で
か
か
り
、
作
り
上
げ
ま
し
た
。

活復r花とうろう」
の手でr七日会」野ロ

2
9
0
，
l
o
l
o
監
．
－
も
噛
，
、
冨
．
ノ
●

〈
野
口
の
諏
訪
神
社
（
8
／
26
）

　
「
花
と
う
ろ
う
」
の
前
で
お
神
酒
を
一
杯
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“
も
み
じ
引
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

力を合わせて引きます

に
熱
気

小
白
倉
の

　
　
　
十
二
社
祭
礼

　
小
白
倉
「
十
二
社
祭
礼
」
は
、
八
月

三
十
一
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
で
す
。

一
日
の
夜
は
仮
装
大
会
で
た
い
そ
う
な

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
　
「
も
み
じ
引

き
」
と
い
う
独
得
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
例
年
三
日
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

初
子
の
誕
生
や
お
嫁
さ
ん
を
迎
え
た
家

な
ど
へ
、
青
年
会
と
有
志
一
同
が
、
も

み
じ
の
木
を
引
い
て
お
祝
い
に
回
り
ま

す
。　

今
年
は
、
学
校
と
も
み
じ
の
木
の
持

ち
主
を
含
め
て
、
五
軒
を
祝
福
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
　
（
写
真
は
小
白
倉
青
年

会
か
ら
借
り
ま
し
た
。
）

水
を
掛
け
ら
れ
“
い
い
気
持
ち
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢蘇

　オ相罵

撲隆

三
選
手

の
全
国
大
会

高橋選手

川
西
中
学
校
三
年
生
の
高
橋
隆
三
選

手
（
上
町
）
は
、
七
月
三
十
日
に
上
越

市
で
行
わ
れ
た
新
潟
県
中
学
生
総
合
体

育
大
会
相
撲
の
部
で
個
人
優
勝
を
し
て
、

　
　
　
　
　
で
健
闘

全
国
中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
個
人
戦

の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
八
月
二
十
四
日
に
和

歌
山
県
営
相
撲
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

個
人
選
に
は
各
都
道
府
県
の
代
表
四
十

八
人
が
出
場
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
こ
の
中
に
は
、
身
長
で
は
一
八
三
セ

ン
チ
の
選
手
が
数
人
、
体
重
の
最
高
は

一
五
三
キ
ロ
と
い
う
選
手
が
い
ま
し
た
。

大
相
撲
の
力
士
も
顔
負
け
す
る
よ
う
な

体
格
で
す
。

　
ち
な
み
に
高
橋
選
手
は
、
身
長
一
七

〇
セ
ン
チ
、
体
重
八
七
キ
ロ
の
が
っ
し

り
し
た
体
つ
き
で
す
。

　
高
橋
選
手
は
、
■
一
回
戦
で
山
口
県
の

選
手
を
得
意
の
押
し
出
し
で
破
り
ま
し

た
が
、
二
回
戦
で
は
地
元
和
歌
山
県
の

選
手
に
寄
り
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
「
全
国
大
会
で
は
、
体
力
の
違
い
と

練
習
量
の
差
、
そ
れ
に
場
所
慣
れ
し
て

い
な
い
の
で
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

玄
直
な
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
相
撲
は
基
本
練
習
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
は
後
輩
の
指
導
を
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
お
、
川
西
中
学
校
は
、
県
大
会
の

団
体
戦
で
準
優
勝
を
し
て
い
ま
す
。

　－途ち

浮オっ
‘轡

馨し
箋自の

01ド●。

㌃や

蓼慢
’も二。’◎

　・ρρ，一

　●も乞霊聖●

　　哩弼瀞撃癖

人
気
の
ミ
ニ
肥
か
ご

中
仙
田

　
南
雲
田
平
治
さ
ん

　
南
雲
さ
ん
の
肥
か
ご
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
「
実
用
の
も
の
も
毎
年
三
つ
く
ら

い
作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
大
き
い

の
も
、
、
・
二
の
も
か
ご
ふ
じ
を
使
い
ま

す
」　

か
ご
ふ
じ
と
は
ア
ケ
ビ
の
つ
る
の

こ
と
で
あ
る
。

　
「
ミ
ニ
肥
か
ご
を
作
り
始
め
た
の

は
十
年
も
前
か
ら
で
す
が
、
し
ば
ら

く
休
み
ま
し
た
。
二
、
三
年
前
に
き

の
こ
を
採
り
に
山
へ
行
き
、
か
ご
ふ

じ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
た
の
で
、
ま

た
始
め
る
気
に
な
り
ま
し

た
」

　
そ
れ
か
ら
今
ま
で
に
三

十
個
ほ
ど
作
り
、
松
葉
荘

に
も
い
く
つ
か
出
し
た
と

の
こ
と
。

　
　
「
二
十
セ
ン
チ
く
ら
い

の
は
ま
る
一
日
あ
れ
ば
で

き
ま
す
。
材
料
の
つ
る
は

秋
に
集
め
、
よ
く
乾
か
し

庭
先
で
作
品
展

て
お
き
、
使
う
と
き
は
ぬ
る
ま
湯
に

浸
し
て
柔
ら
か
に
し
ま
す
」

　
肥
か
ご
は
、
骨
に
な
る
ち
ょ
う
ど

よ
い
木
を
探
す
の
と
、
骨
に
つ
る
を

巻
き
付
け
る
の
が
た
い
へ
ん
で
あ
る
。

　
　
「
つ
る
の
長
い
の
は
一
本
三
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
ゆ
る
め
な

い
で
巻
く
の
が
め
ん
ど
う
で
す
。
つ

な
ぎ
は
骨
の
と
こ
ろ
で
し
ま
す
」

　
ミ
ニ
だ
け
で
な
く
、
実
用
の
も
の

も
い
く
つ
か
願
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
冬
場
に
な
ら
な
け
れ
ば
作
る
気

に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
夏
場
は
田

や
畑
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」

　
南
雲
さ
ん
は
、
ザ
ル
や
カ
ゴ
な
ど

の
竹
細
工
も
得
意
で
あ
る
。

　
「
子
供
の
こ
ろ
、
兄
が
作
っ
て
い

る
の
を
見
て
覚
え
た
も
の
で
す
」

　
現
在
は
、
別
の
ミ
ニ
民
芸
品
な
ど

を
考
え
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
年
を
取
っ
て
か
ら
仕
事
が
な
く

な
っ
て
は
困
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
笑

み
を
浮
か
べ
て
話
さ
れ
た
。

　
　
　
後
ろ
は
く
じ
ゃ
く
小
屋

鍵馨
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自衛官募集中
安定した待遇と
　開かれている未来

＊受付期間

　1年間を通じて行っています。

＊応募資格

　採用予定日の1日現在
＊身分

特別職国家公務員です。

＊給与

初年度俸給月額　98，000円
　（9～12か月たてば昇給して

　106，800円）

＊各種手当

期末・勤勉手当（ボーナス）は、

年3回（3．6．12月）4・9
　か月分支給されるほか、扶養手

　当、特殊勤務手当、寒冷地手当

　等、各種手当が勤務内容によっ

　て支給されます。

＊免許・資格の取得

　自衛隊の装備は、常に科学の粋

　を集めたものが使われているた

　め、技術教育には特に力を入れ

　ていますから、各種の国家免許

　を取得する機会があり、退職後

　の就職にも役だちます。

レ詳細についての問い合わせ先

・役場住民課

・自衛隊新潟地方連絡部長岡出張

　所〔奮0258G3）0256〕

9：30日程表

　　　　10：00
　受　付
　　　　10：30
　開会式
　　　　11：00
　私の主張

12：00

13：00

15：00

15：10

十
日
町
地
域
障
害
者

一
品
　
止

ネ
　
　
茎

大
会

会大

昼　　食
アトラクショソ

パ　ネ　ル
デfスカヅショソ

閉会式

十
月
十
日
に
十
日
町
市
民
会
館
で

　
十
月
十
日
に
十
日
町
市
民
会
館
で

「
十
日
町
地
域
障
害
者
福
祉
大
会
」
が

開
か
れ
ま
す
。
主
催
は
十
日
町
地
域
障

害
者
福
祉
大
会
実
行
委
員
会
で
す
。

　
郡
市
内
に
も
心
身
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
持
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
が
社
会
に
完
全
参
加

を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

　
大
会
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示
や
作
品
展

で
現
在
の
姿
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
今
後
の
方
向
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
助

言
者
と
し
て
日
本
女
子
大
学
教
授
・
一

番
ケ
瀬
康
子
先
生
が
加
わ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
が
、
子
供
も
老
人
も
、

障
害
を
持
つ
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、

手
を
取
り
合
っ
て
よ
り
よ
く
生
き
て
い

け
る
よ
う
な
地
域
に
育
つ
よ
う
、
み
ん

な
で
考
え
、
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

．
、
擁
業
捻
募
棚
葉

網
鰹
纏
癒
灘
鞭
鞭
・
繊
聡
醗

雛
懲
鰻
欝
懸
蓬
叢
繕
謝
糠
難

　
襯
独
の
韮
張
墜

隊
警
雛
璽
慧
垂

　
王
、
ハ
ザ
ー
⊥

作
　
品
　
展

15：30

皿
漁
懸
鞭
磯
鐵
繋
麹
騰
濾
醗
灘
欝
鐵
難

、
建
纒
獲
噸
騨
蒸
岨
霧
鞭
護
泌
獺

．
雛
謹
．
藪
難
灘
撞
羅
鞭
麟
萎
漿
鑛
雛

嚢
、
雛
難
灘
顯
盤
鞭
雛
縷
灘
欝
懸
羅
、

耀
懸
繍
．
、

鰻
鰹
篠
灘
p
p

　
難
鞭
嶽
難
霧
爾
騰
欝
騰
關
麟
灘
纒

謹
．
灘
盤
繋
糠
難
嶽
謬
翻
磁
閥
欝
簿

護
畿
Q
・

翻
癒
慕
灘
絡

　
騰
霧
醗
灘
蕪
醸
難
鐵
懸
灘
灘
．
鵜

欝
灘
霧
犠
鰺
満
謙
叢
歳
嶽
灘
籔
叢
懸

　
難
．
馨
懸
灘
懸
懸
縫
馨
鱗
嚢
糠
灘
．

翻
業
数

　
灘
叢
鰺
嚢
欝
譲
療
稿
翻
紙
叢
繰
鐵

懸
癒
鐵
縫
．
鑑
難
鍵
霧
．
集
齢

、
電
講
懇
灘
蕪
顯
認
擁
総
叢
．
『

・
翻
蕪
嚢
、
．
、

　
．
畿
嚢
欝
瞬
．
灘
ー
叢
嚢
爾
灘
撫
麟

朗
叢
墜
灘
麟
難
蓬
議
蒙
蕪
．
欝
謹
、

麟
顯
雛
難
霞
糠
霧
麟
織
読
灘
難
懸
藻

－
灘翻

、
灘
懸
齢

　
癒
墓
講
登
鐵
騰
離
懸
醸
購
塞
欝
畿
．

総
諜
灘
．

翻
締
麹
翻
鶏
、

　
難
驚
鑑
撫
叢
蟹

p
麟
送
嚇
鋸

　
辮
懸
購
繭
綾
套
縷
祉
事
務
蕨
、
鞍

鹸
叢
張
蕪
、
郷
羅
慧
薬
＄
　
驚
欝
醗
繭

筆
歳
腰
灘
叢
轟

※
原
稿
縁
進
報
藤
議
懸
灘
．

消
火
器
の

悪
質
訪
問
販
売
に
ご
注
意

最
近
、
十
日
町
地
域
管
内
で
、
消
火

器
の
悪
質
セ
ー
ル
ス
に
高
値
で
消
火
器

を
買
わ
さ
れ
た
、
と
い
う
苦
情
が
頻
繁

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
消
防
署
の
ぽ
チ
か
ら
来
た
」
と
か

「
消
防
法
令
が
改
正
さ
れ
た
」
な
ど
と
、

い
か
に
も
消
防
職
員
ら
し
い
服
装
で
、

強
制
的
に
販
売
す
る
業
者
が
出
回
っ
て

い
ま
す
。

　
コ
般
家
庭
に
も
設
置
義
務
が
あ
る
」

「
こ
の
消
火
器
は
失
効
消
火
器
で
あ
る
」

と
言
っ
て
、
消
火
器
を
法
外
な
値
段
で

販
売
す
る
も
の
で
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
　
〈
消
防
川
西
分
遣
所
か
ら
〉

消
防
署
の
ほ
う

か
ら
来
ま
し
た

〆
．
奮
と
い
う

ラジ
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イ亭電の　　　隔
　　　　あ・知らせ

●9月14日　（金）／午後1時

　3α分から午後4時30分まで、

　中屋敷の一部・寺尾の一部．

●10月9日（火）／午前9時
　から正午まで、下原・四十

歩．

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
山
口
同
橋
善
次
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
二
万

、
円
嘔

※
星
名
セ
ッ
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
二
万

　円

※
数
藤
昭
夫
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
五
万

円 次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

※
東
京
・
台
東
区
に
お
住
い
の
藤
巻
仁

作
さ
ん
か
ら
五
十
万
円

善
亡♂思

蜘一。｝1’聾融。。’99の1”。。1。09。’1’巳・。。。。”。。”89。0。知・88”。’ll，。。θ●’。1”。e。ll’91・。1’”。・1”981●’181・…鴨・・…ll｝川9G・・｛鴨紳鞠00・。｝’1｝・1嫡・1・ll。ll・σIG・91・II・。。llll・・IIOl6。lll。1011馳1・1・1。0・ll・鴨0・9”馳1・100196・ll”10轟1脇lllll。llllll．｛・1．ll。lll。，，，gl。1・1・。9・｛…1。ll｝川。1、

さ衡lli
　　　　　　ρ’∂
　　　　　　ノρ9
　　　　　　グ」’
　　　　　　，8，

ぽ
　　　　　　／，’
　　　　　ノ　，」
　　　　　ノ　4　ノ
　　　　ノ　ノ　，
　　　　ノ　　ノ　，
　　　ノ　　ノ　ノ
　　　ノ　　　ノ　　ノ

ノ

，

ノノ
ノノ

ノ
ノ
ノ

♂
ノ

レ3歳の女の子か

ら77歳の男性まで、

参加者232人が2

健康ウォークでいい汗！

時間代で全員ゴールインしました。

　この後、ぶた汁に舌鼓をうち、バス

で家に帰りました。

～謹鑛雛鐵灘、．

▲ゴールの松葉沢公園が見えてき

ました。重たかった足どりも軽や

　　　　　　　　　　　撒

かになってきました。

一
…
聯
号
一
一
一
一
聖

▲霧谷地内、刈羽の黒姫

山が見える景色のよいと

ころです。

　出発してから約2時間。

　　　　　　　　　　　　　r健康づくり10km歩けあるけ大　’

　　　　　　　　　　　会」が、千手地区体育振興会の主　｝

r10km歩けあるけ大会」催で・9月2日（日）1こ開かれま～

　　　　　　　　　　　　した。　　　　　　　　　　　　∫
232人全員が　　その様子を写真でルポルタ＿ジ｝

　　　　ゴールインユします。　　　　　　｝

｝
…
5
…
…
～
…
一
一
一
●
3
…
一
一
…
3
．
一
一
…
8
8
覧
§
3
…
…
5
…
。
。
」
一
…
一
…
3
…
一
…
一
一
…
一
…
～
3

　
　
　
　
　
　
納
ノ
渇
’

ス
　
§
蕪
鍵

バ
　
　
　
．
蕪
蕪

81・OIll曹olllOll川811．Ilo9，書1川1亀．．．1”川lo”19川OIll魯1一“巳II，．80川6慶。1曹1川19、昌．IOOOOII盒．露19111．醒一llgl・1魯畠．II川唇1盧艦lo川IIOIllOIII51菖・8－8111畠一，81・●1・畠畠菖一ll・1魯．

▲ここらでちょいと一休み。林分記念

碑のところで、先頭グループは後続の

人たちを待っていてくれました。

　水筒の水が疲れをいやしてくれます。

　この辺が中間点でしょうか。時計の

針は9時40分でした。

　　　　　　　　　．畠・Oll●■畠一畠

▲雨は10分くらいで上がり、今度

は日ざしが強くなりました。

　この辺は、コースの中でいちば

ん急な坂道です。汗を光らせなが

ら、黙々と上っています。

時間は9時10分ごろです。

．lo●塵畠邑畠．．o●1●・1畠．・lo．19，．．18”loh・一〇lo●1．・畠6畠loh畠 ．．一”1・．－．．曹川盧6－ ．．1”璽．畠皇．畠OOI．、．．81億II．．．8舳，．．畠lll畠臨．畠一舳昌．　昌昌臼・．、　昌，1畠．畠　一邑昌．皇畠
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予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
予
防
接
種
が
普
及
し
て
、
恐
ろ
し

い
伝
染
病
の
流
行
が
ず
い
ぶ
ん
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
代
は
交
通
網
が
発
達

し
、
人
の
動
き
も
激
し
い
の
で
、
流

行
の
可
能
性
は
い
つ
で
も
あ
り
、
油

断
は
禁
物
で
す
。
予
防
接
種
は
確
実

に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
接
種
は
、
体
の
調
子
の
よ
い

と
き
に
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

効
果
が
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
が
出

　
　
　
　
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か

　
　
　
　
ら
で
す
。

罰幽瞼翻
　
予
防
接
種
の
通
知
が
き

た
ら
・
・
…
．

①
健
康
診
断
を
受
け
て
お
、

き
ま
し
ょ
う

　
ふ
だ
ん
か
ら
な
ん
と
な

く
健
康
が
優
れ
な
い
、
病

気
に
か
か
り
や
す
い
な
ど

心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
事
前
に
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
健
康
診
断
を

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
体
温
を
計
っ
て
お
き
ま

　
し
ょ
う

　
子
供
の
体
温
は
、
上
が

り
下
が
り
が
激
し
く
、
外

出
し
た
り
環
境
が
変
わ
っ
た
り
す
る

と
す
ぐ
変
化
し
ま
す
。
体
温
を
計
っ

て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

③
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に

　
母
子
手
帳
に
は
、
お
子
さ
ん
が
生

ま
れ
た
時
の
状
態
や
、
そ
の
後
の
こ

と
が
記
入
し
て
あ
り
、
予
防
接
種
の

参
考
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

④
問
診
表
は
正
し
く
確
実
に

　
問
診
表
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
事
前
に
お

子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
も
の
で
す
。
保
護
者
が
責
任
を
持

っ
て
、
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

書
き
ま
ち
が
え
た
と
き
は
、
訂
正
印

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
も
れ
、

押
印
の
な
い
場
合
は
、
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
こ
と
に
注
意
し
、
お
子
さ

ん
の
体
の
調
子
を
整
え
、
注
意
書
を

よ
く
読
ん
で
接
種
に
臨
ん
で
く
だ
さ

，
☆
凌
奨

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
愚
．
ク

〃

　畠携斗罷斗貌斗覆斗

勇

葛＿切
・ノ＝
礎　　　　　　　　　4

・籍
虜

骸の・
認

・窓
　　　カ、・

　　　ら

　　　　　　　　　嬬

療欄

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
か
ず
ひ
ろ

小
川
和
弘

丸
山
み
ず
え

　
　
こ
う
い
ち

田
村
幸
一

　
　
　
さ
と
こ

高
橋
聡
子

　
　
　
ひ
さ
え

柄
澤
久
恵

　
　
　
た
つ
き

大
久
保
樹

　
　
　
さ
と
し

和
久
井
聡

・
濁
西

良
一
長
男
岩
瀬

新
作
長
女
原
田

和
男
　
長
男
　
高
原
田

賢
一
長
女
中
屋
敷

和
久
長
女

沖

立

正
重
二
男
野
口

明
　
　
長
男
木
落

・
　
。
、
・
　
・
’
8
　
d
‘
3
．
　
　
．
ぜ

｝

3’

望‘｛

・異

・：∫・

lo1

　
　
　
　
　
　
　
小
わ
琶

欝
岬
項

蛛
妻
蘭
〆
ノ
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

◎
芋
の
葉
に
恵
み
の
雨
の
こ
ろ
こ
ろ
と

　
挨
拶
に
残
暑
の
こ
と
を
言
い
合
え
る

　
朝
夕
の
涼
し
く
な
り
て
厄
日
過
ぐ

　
群
が
り
て
蝉
曳
く
蟻
の
日
照
か
な

　
待
ち
お
り
し
喜
雨
の
あ
り
た
る
大
根
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

◎
踊
子
の
二
人
連
れ
な
る
顔
包
み

　
肩
ま
で
も
袖
を
ま
く
り
て
音
頭
取
る

　
強
情
と
言
わ
れ
し
父
の
大
根
蒔
く

　
　
よ
し
か
ず

丸
山
良
和

　
　
　
け
い
こ

片
桐
恵
子

　
　
み
わ
こ

大
海
美
和
子

　
　
ち
え
み

秦
野
智
恵
美

　
　
け
い
す
け

星
名
恵
輔

基
治
郎
二
男
　
中
仙
田

一
弥
長
女
上
野

岡唖

長
女
霜
条

守
男
長
女
仁
田

恒
雄
長
男
伊
友

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
　
晃

敷
藤
孝
平

高
橋
國
一

星
名
善
次
郎

田
口
四
一
郎

樋
口
敬
吉

中木沖赤沖田
島　　　　中
町落立谷立町

八七七七六三
五六五五八○

　
　
　
鶴
銑
薯
將
彗
．
．
、
§
　
　
　
謬
U
．
；
コ
．

　
片
言
の
孫
に
匂
え
る
天
瓜
粉

　
胸
に
蝉
と
め
て
四
五
人
子
等
集
う

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

◎
灯
台
の
遙
か
に
灯
り
星
流
る

　
炎
天
の
歩
道
に
落
ち
し
蝉
哀
れ

　
大
根
蒔
く
喜
雨
を
待
ち
い
る
昨
日
A
，
日

　
大
根
蒔
く
鍬
を
小
池
に
浸
し
お
く

老
の
腰
折
々
伸
ば
し
大
根
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

◎
参
道
の
苔
青
々
と
涼
し
け
れ

　
白
萩
の
花
細
や
か
に
闇
に
浮
く

　
白
萩
の
咲
き
し
と
案
内
さ
る
・
ま
・

　
蟻
地
獄
石
垣
崩
る
過
疎
の
村

　
水
中
花
鏡
に
う
つ
り
美
し
く

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

3｛・悔嶺鞭鞭壁靱；寮・κ‘・瓢轟
9、亨
この

1踵8月の交通事故発生件数
9、◎．o

きゆ

θ遅．　　　　　　累計リロ　の

｛・2　で牛　　　数　　2　（3）　9　（18）

のり　　

藩傷　者2（3）15⑳
｛・2死　者0（0）1（0）

のり　　

糞＄7酉よい0（0）　0（2）、

藩酒気おび　2（2）13（6）
きの

客う　　（）内は前年比較　
あウ

・｝2構轄輔麟麦嘉1｝二蛮鞍鞭鞍

心
配
ご
と
相
談

●
9
月
12
日
．
：
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

●
9
月
1
9
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
9
月
26
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
）

●
1
0
月
3
日
…
・
．
．
．
．
．
上
野
連
絡
所

●
10
月
11
日
．
…
・
．
．
橘
出
張
所

◎
鉄
塔
の
点
々
と
し
て
雲
の
峯

本
堂
の
読
経
に
溶
け
入
る
蝉
の
声

八
月
の
月
ぼ
ん
ぼ
り
の
如
く
出
で

大
神
に
祈
る
心
や
出
穂
揃
う

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

溝
そ
ば
の
花
に
暮
色
の
影
早
し

蝉
時
雨
い
つ
し
か
止
み
て
夕
涼
し

新
涼
や
つ
む
ぎ
の
白
き
糸
を
繰
る

新
涼
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
夕
日
照
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

陽
を
浴
び
て
動
く
も
の
な
き
暑
さ
か
な

黍
の
穂
の
思
い
思
い
に
吹
か
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

日
照
り
月
出
て
い
る
下
の
墓
参
か
な

屋
根
越
し
に
か
す
か
に
揚
が
り
遠
花
火


